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（訂正）「2021年12月期 第２四半期決算短信〔日本標準〕(連結)」の一部訂正について 

 

当社は、2021 年８月 11 日付にて公表しました「2021 年 12 月期 第２四半期決算短信〔日本標準〕（連結）」の記載内容の

一部を訂正いたしましたのでお知らせいたします。なお、訂正箇所には下線を付して表示しております。 

 

記 

１． 訂正の内容 

訂正箇所：「決算短信」２ページ 

１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

 

【訂正前】 

（前略） 

＜解体事業＞ 

 解体工事については、完工件数は109件と微増でしたが、大型案件が11件完工（前年同四半期は大型案件の完工は３件）した

ことにより、売上高と営業利益が伸長しました。 

 これらの結果、売上高は1,204,590千円（前年同期比79.4％増）、営業利益は302,389千円（同45.9％増）となりました。受注

残高については、大型案件の完工による減少がありましたが、総合力を結集した営業活動の結果、527,927千円と依然高い水準

を維持しております。 

（後略） 

 

【訂正後】 

（前略） 

＜解体事業＞ 

 解体工事については、完工件数は109件と微増でしたが、大型案件が11件完工（前年同四半期は大型案件の完工は３件）した

ことにより、売上高と営業利益が伸長しました。 

 これらの結果、売上高は1,204,590千円（前年同期比79.4％増）、営業利益は302,389千円（同45.9％増）となりました。受注

残高については、大型案件の完工による減少がありましたが、総合力を結集した営業活動の結果、510,143千円と依然高い水準

を維持しております。 

（後略） 

 

２． 訂正の理由 

 「2021年 12月期 第２四半期決算短信〔日本標準〕（連結）」の提出後に、記載内容の一部に誤りがありましたので、これを

訂正するものであります。 

 

以 上 

 


